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資料１



世界における
企業とアートの素敵な関係を見て×体験し続けた12年間

 朝日新聞社出版局、日経マグロウヒル社、マガジンハウス、日経コンデナスト、アシェット婦人画報社

のビジネス部門での30年間

 映画「Herb&Dorothy」との出会い

 2011年＝アマナ・アート事業部門＝①事業としてのアート、②メディア「IMA」の複合的展開

 2011年から毎年＝世界のフェア、フェス、ギャラリー等のビジネスサイド視察

 2012年、2013年＝PARIS PHOTOに企業として出展＝世界の企業とアートとの素敵な関係を知る

 2013年＝六本木AXISビルに、500㎡のIMAギャラリー企画運営

◼ 素敵なカフェ＋最高級写真集書店＋入りやすいギャラリー＋年間300回のアート×他分野セミナー

 2013年＝御代田町の旧メルシャン美術館を長期賃貸＝浅間国際フォトフェス

◼ 国会議員との交渉→当時の町長を、PARISやLA GACILLYへ

 2019年＝アートフォトから現代アートへ拡大＝世界のメディア、世界のギャラリー等に提携連携交渉

 2021年＝寺田倉庫、三菱地所、TSI、東急等で、資本金全2億円1600万円のアート事業会社設立

 2023年＝退社・独立

◼ 欧米のアート関連各企業から言われ続けた事 2



世界における
普通の人が入りやすいギャラリーのスタイルを見て

＠六本木AXIS

▼ファッションと写真

宮前義之×辻川幸一郎 ムラカミカイエ  斉藤まき   鈴木親

▼料理と写真

長野陽一×日置武晴 川内倫子×高山なおみ

▼投資とアート

藤野英人、小松真実

▼著作権・肖像権

水野祐 卯城竜太 真鍋大度

▼写真とサイエンス

福士比奈子 小阪淳 田尾賢太郎 高木正勝 橋本幸士

▼精神科学とアート

奥村高明×末安民生

▼プラチナプリント

杉本博司、安藤忠雄

▼ワークショップ / 写真講座

森山大道 うつゆみこ 川内倫子 ホンマタカシ

▼写真家シリーズ

若木信吾  蜷川実花 ホンマタカシ  森栄喜 鈴木理策  津田

直 川内倫子  石川直樹 永瀬沙世  蜷川実花 上田義彦  

新津保建秀 梅佳代  森本美絵……
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世界における
アートのわかりやすい屋外展示を、町長とともに見て…

MIYOTA_2018_190520.mp4


もし、こんにち
攘夷家を汽船にのせ

広く外国を見せたならば
おのずと意識はかわるであろう …

勝海舟
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10年以上、企業サイドで
世界のアートシーンを見続けて思う事

日本は、遅れている認識がない。江戸時代だなあ

でも、海外を知っている人が、声を大きくしないなあ
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私が声を大きくする
多くのビジネスパーソンに

世界の「企業とアートとの素敵な関係」を伝えるために

しかし、第4章の取材を始めてみると…



ファッション、グルメ、音楽、スポーツの「次」を探す企業は

ビジネスとしてアートに向かい、悩み、進んでいた

第4章で取り上げる企業は、尽きず…

ユニクロ ベンツ CCCアート ソニーミュージック 三菱地所 東海東京証券

三菱UFJ銀行 東京エレクトロン エイベックス ダイナースカード JINS

寺田倉庫 三井不動産 三越伊勢丹 QUICK 森ビル 積水ハウス

大丸松坂屋 クレディセゾン 大林組 戸田建設 Jフロント デロイト

コクヨ 東急 KDDI 東京建物 カッシーナ パナソニック

吉本興業 アルフレックス TSIホールディングス セイコー DNPアート

吉本興業 千總 アウディ アマナ 住友商事

取り上げていない企業

資生堂、トヨタ、ブリヂストン、ポーラ、ベネッセ、全日空、日本空港ビル、

マネックス証券、凸版印刷… 7



海外を見ていない企業 海外を見ている企業

外部スタッフが中心 専任社員が中心
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アートにかかわり始めた企業は
下記に分かれ、動き方が違う



講師＝最初の語り手

◼ サザビーズ、ディオール、デロイト、QUICK、クリスティーズ、三越伊勢丹…

集う企業

◼ 三菱地所、三井不動産、東急、デロイト、サザビーズ、QUICK、三菱UFJ銀行

◼ ダイナースカード、三越伊勢丹、KDDI、CCCアート、戸田建設、パナソニック

◼ 日本経済新聞社、美術手帖、光文社、日本体育大学、iU……

論議は閉店まで続き、論議の後の名刺交換があり、その後も勝手に交流
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昨年秋から始めた小さなメディア
おいしい食事をしながらアートを語る、10人までの勉強会



2023年7月19日
光文社新書・連動セミナー第1回

～ QUICKによるアートの指数化とトップコレクターの考える可能性と危惧 ～
コレクター・宮津大輔氏VSQUICK・石井陽子氏＋武井昭仁氏

30名限定
三井不動産、三菱地所、東急、みずほ銀行、SMBC信託銀行、三菱UFJ銀行、野村證券、ダイナースカード、PwC、デロイト、RGB、三越伊勢丹、

パナソニック、DNPアート、ペイスギャラリー、日本体育大学、上智大学、アーティスト、アートコレクター
NHK、日経BP、日経、美術手帖ONLINE、光文社、マガジンハウス、KADOKAWA

アートファンドは成立するか



書籍で出会い
論じ

ともに成長する

企業人として動き、考え、試行錯誤し続けた事

文化庁や経産省レポには、触れられていない事ばかり
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昨年秋から書き始めた小さなメディア
ビジネスパーソン向け新書

書籍で世界を知り
飛び立ち
成長する



まずは、企業が知るべき世界のアートシーンの「日常」
第1章

1-1 アートマーケットの起点・金融機関

1-2 資金調達専任スタッフのいる美術館

1-3 デートコースとしてのギャラリー

1-4 カフェのあるオークションハウス

1-5 世界の富裕層はアートコレクター

1-6  アートを語る小学生、アートを論ずる美大生

1-7  アートのある日常

12
ビジネスパーソンが驚く事ばかり
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世界
1-1 アートマーケットの起点・金融機関
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世界
1-1 アートマーケットの起点・金融機関



日本では
金融機関以外に期待したい
データ中心のレポート
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世界
1-2 資金調達専任スタッフのいる美術館
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・充実した会員制度
・会員しか見られない作品
・素敵な会員ルーム
・系統だったセミナー

Federal Government, 
State, Country, City, Other 
Government,

College & University,     
Individual & Family 
Membership, Corporate 
Membership, Individual& 
Family, Corporate 
Contibutions・・・・・



日本では
美術館スタッフの海外視察と

情報共有
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世界
1-3 デートコースとしてのギャラリー
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一般企業による
大型ギャラリー運営

19



世界
1-4 カフェとスクールのあるオークションハウス

20



世界
1-4 カフェとスクールのあるオークションハウス

Sotheby’s INSTITUTE OF ART

●歴史

1969年 原型となるトレーニングプログラムを開始

1995年 マンチェスター大学 美術史/考古学学科に加入

2002年   サザビーズが、米国を拠点とする情報と教育を扱う企業＝

 ケンブリッジ・インフォメーション・グループ(CIG)に売却

（サザビーズの名前は保持）

2006年 ニューヨークにキャンパスを広げる

2010年 ニューヨーク校のコースが学位授与の権利を取得

2013年 中国にて、コース開始

2014年 精華大学と提携6週間の資格認定国際学習プログラム発表

●キャンパス

London校

マンチェスター大学付属機関

全てのコース(マスターを含む)がマンチェスター大学により認証されている

New York校

・ニューヨーク州立大学を取り仕切る機関による学位授与

→Board of Regents of the University of the State of New York

・NASAD(全米美術学校協会)のメンバー

・2013-2019年

ビジネススクールDrucker School of Managementとパートナーシップ

このビジネススクールに伊藤 雅俊氏が関係 創設時に資金

ONLINE   

●ディレクター
ロンドン Jonathan Woolfson

・ロンドン大学博士号
・オックスフォード大学 MA(マスターオブアーツ)
・ロンドン大学ウォーバーグ研究所にて16世紀のヨ

ーロッパ文化史を学び、博士号を取得
・ケント大学、V&A博物館、ニューヨーク大学、オッ

クスフォード大学などで教鞭を執る
・2010年よりロンドン校のディレクターに就任

ニューヨーク Ann-Marie Richard
・クーパー・ヒューイット・スミスソニアン国立デザイ

ン博物館 MA
・パーソンズ スクール オブ デザイン MA
・サザビーズロンドン校ワークスオブアート卒業
・ファインアートとデザインの専門家、美術史家、

キュレーター
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https://sothebysinstitute.com/why-sothebys/our-faculty-and-guest-speakers/jonathan-woolfson
https://www.sothebysinstitute.com/why-sothebys/our-faculty-and-guest-speakers/ann-marie-richard


世界
1-4 カフェとスクールのあるオークションハウス
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Christie's Education

●歴史

1978年 ロンドンにて創設

1990年代 香港でのコースを開始

2019年 学士号学位のコース、MA Art History and Art World Practice

を開始

●キャンパス
・ロンドン、ニューヨーク、香港、中国、台湾
・オンライン
全てのキャンパスがクリスティーズによる機関

●内容
・クリスティーズ・エデュケーションはクリスティーズの完全子会社
・国際的な大学院機関であり、いくつかのオンラインコースはCPD実績証明書

の取得が可能、ロンドンとニューヨークでは修士号を授与
・すべての修士号にはクリスティーズのオークションハウスでの統合された就

業体験が含まれ、これらのプログラムの一部として認可されている

●特徴

・資格や学位取得プログラムはなく、コース自体も短期間で授業毎に選択

・18歳以上であれば誰でも気軽に受講

・アートビジネス、アートオークション、アート界での広告・宣伝の仕組みに

ついて学び、アートビジネスの人脈を築く「アートビジネスマスタークラス」

から

・NFT作品の制作やNFTを売る、買う、集めることに興味を持つ人に向けの

「NFTとは」まで、特徴のある興味深いカリキュラムを用意



一般企業による事業化

すでに動き始めています
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世界
1-5 世界の富裕層はアートコレクター
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Thanks Giving Day

Davos

Super Bowl

The Masters August

Kentucky Derby

Monaco Grand Pris

Aspen Ideas FestivalArt Basel

Monaco Yacht Show

Frieze

Oktoberfest

Art Basel Miami



富裕層向け
アートフェア中心の大型ツアー
事前連続レクチャー付き
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世界
1-6  アートを語る小学生、アートを論ずる美大生

アーティスト教育

•語る・議論する
•社会との関係を意識

子供のアート教育

●アートを見る・話す」

アーティスト教育

•好み

•社会・歴史から遠い

子供のアート教育

•絵を描かせる

26日本

・神経科学的な媒体が日常生活に素早く浸透した
結果、医療現場で、神経科学的な媒体を芸術的実
践に活用することによるneurocentrism批判の

可能性

・共感覚者の体験を疑似体験できるような感覚を
拡張するARアートをケーススタディとして、非
共感覚者が共感覚者の体験を表現することの可能

性を分析

・川口晴彦の『Flesh Love』における写真とい
うメディアは、鑑賞者自身が経験したことのない
死を想像しうるような戦略を構築するためにどの

ような役割を果たしたのか？



一般企業による
国際視点のプライベートスクール

●子供向け
●世界志向のアーティスト向け

ともに、文部科学省とは無関係
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世界
1-7  アートのある日常

28



市民

アーティスト

企業

アーティストへの

貢献

資産価値

富裕層や

センスある

消費者へアクセス

素敵な

オフィス

アートのある

生活

ブランドや

企業価値

アップ

29

世界
1-7  アートのある日常
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世界
1-7  アートのある日常
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日本
1-7  アートのある日常



●アートは、行政や政治から自由であるべき

●成長産業は、行政や政府の指導を受けない
…30年前の半導体商社の言葉vs農業

●では、政府や行政は…
…明治政府の如く世界ツアー

…教育の場で、アーティストとの接点
…アートを通して、歴史や社会を話す習慣

行政に対して思う事

32



アートで日本をもう少し素敵に…

もし、こんにち
攘夷家を汽船にのせ

広く外国を見せたならば
おのずと意識はかわるであろう …

勝海舟
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